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要約
• スマートウォッチを使った新たなESM手法は“容易”に“多く”の心理変動データを収集！

• 装着型の端末のため，GPSや心拍などの行動・バイタル指標も同時取得可能！

• 主観データと客観データの関連から日常の心理変動に対する詳細な理解に寄与！

問題・目的

• 経験サンプリング法(以降，ESM)は心理学を中心に研究利用が増加しているが，「どのように報告負荷
を減らし，継続的に回答を回収できるようにするのか」が現状の課題(e.g., Hsieh et al., 2008)

→“容易”に“多く”の回答を取得できる方法の開発が必要！
• スマートウォッチ上でアンケート回答を求めるESM手法“PALACE” (図1)を開発し，利用可能性を検討

→装着型の端末のため迅速な回答が可能，位置情報などの行動指標や心拍などのバイタルも取得可能

→データの回収数，および主観データと客観データの関連から利用可能性を検討

図1. PALACE※を用いたアンケート画面例

※)PsychologicAL experience sAmpling method by smart watch deviCE の略称
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参加者：20〜39歳までの女性21名(平均年齢＝
29.10歳，SD＝6.60)

調査方法：2週間の間，9〜21時の間に16回測定
項目への回答を求めた(最大224回）

計測機材：Fitbit Versa3(Google社)にPALACEを
インストールしたものを参加者に配布

測定項目(主観；図1参照)：自制心の程度(11件
法)，気分(12項目；Kutsuzawa et al., 2022a)

測定項目(客観)：位置情報, 消費カロリー(1日累
計), 歩数(1日累計), 階段の昇降(1日累計)，心拍

方法

結果・考察

• 21名から計2881件(SD=37.11)のデータを収集し，中央値は162件/224件(72％)であった

→PALACEを使うことで容易に多くの心理変動に関するデータを収集可能！

• 感情価と駅からの距離などの間に正の相関，自制心の程度と歩数，消費カロリーなどの間に負の相関が
確認された(図２，表1参照；分析には報告が全体の50％以上，かつ駅から500m以内のデータ15名分423件を利用)

→主観データと客観データの関連から日常の心理変動に関する詳細な考察に寄与

• 将来的には客観データから感情などの心理変動の予測にできる可能性

→スマートウォッチの装着のみで，現在および将来の心理変動を推定・予測が可能に！

図2. 取得した位置情報に基づく感情プロット 株式会社フリックフィット
に関する情報はこちらから↓
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